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日
時

﹇
ワ
ー
ド
﹈
７
月
１１
日

か
ら
８
月
１
日
ま
で
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

﹇
エ
ク
セ
ル
﹈
７
月
１２
日
か
ら
８
月

２
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後

１
時
３０
分
か
ら
４
時
３０
分
ま
で

場
所

中
央
公
民
館

内
容

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作

対
象

１８
歳
以
上
の
人
で
、
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。
た

だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
受
講
済
み
の

講
座
に
は
申
し
込
め
ま
せ
ん

定
員

各
２０
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
教

材
費
が
必
要

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

第
１
希
望
お
よ
び
第
２
希
望
の
講

座
名
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し

込
む
。
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
人

と
し
、
同
一
講
座
に
は
１
人
１
通

の
み
と
し
ま
す

応
募
期
限

６
月
１８
日
b
必
着

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係
（
1
(2
８
３

６
２
、
〒
７
１
９
│

１
１
９
２

中
央
一
丁
目
１
番
１
号
）

日
時

７
月
８
日
a
、
午
前
９

時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
ま
で

場
所

サ
ン
ワ
ー
ク
総
社

定
員

２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

参
加
費

無
料

申
込
開
始
日

６
月
１５
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

サ
ン

ワ
ー
ク
総
社
（
1
(3
８
８
０
７
）

日
時

７
月
２９
日
a

午
前
９

時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
ま
で

場
所

サ
ン
ワ
ー
ク
総
社

定
員

３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

そ
の
他

参
加
無
料
。
筆
記
用

具
を
持
参
す
る
こ
と

申
込
開
始
日

６
月
１５
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

サ
ン

ワ
ー
ク
総
社
（
1
(3
８
８
０
７
）

日
時

６
月
１６
日
g
、
２３
日

g
、
３０
日
g
。
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
か
ら
正
午
ま
で

場
所

中
央
公
民
館

内
容

初
心
者
か
ら
の
絵
手
紙

講
座対

象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
の

人
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

材
料
費
　
１
５
０
０
円

持
参
品
　
小
筆
、
硯
す
ず
り
、
絵
の
具

の
パ
レ
ッ
ト
、
筆
洗
い

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
開
始
日

６
月
６
日
d

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
央

公
民
館
（
1
(2
３
４
９
１
）

日
時

６
月
２３
日
g
、
午
後
１

時
か
ら

場
所

清
音
公
民
館

内
容

シ
ュ
ン
ラ
ン
の
鉢
植
え

定
員

２０
名
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
教

材
費
１
５
０
０
円
が
必
要

申
込
開
始
日

６
月
１
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

清
音

公
民
館
（
1
(4
０
１
３
１
）

日
時
・
場
所
・
内
容

左
の
表
の

と
お
り

対
象

市
内
に
在
住
、
在
勤
の

人
定
員

２０
人

受
付
開
始
日

６
月
１
日
f
午

前
９
時
か
ら
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

働
く

婦
人
の
家
（
1
(3
１
１
８
０
）

日
時
・
内
容
・
テ
ー
マ
・
講
師

左
の
表
の
と
お
り

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

幼
児
期
の
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者
な
ど

申
込
方
法

は
が
き
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
受
講
希
望
講

座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、
託
児
希
望
の
場
合
は
子

ど
も
の
名
前
・
年
齢
を
明
記

申
込
期
限

講
演
会
開
催
日
の

２
週
間
前
ま
で

そ
の
他

１
回
の
み
の
受
講
も

可
能
。
託
児
あ
り
（
定
員
２０
人
。

保
険
料
１
人
１
０
０
円
。
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係
（
1
(2
８
３

６
２
、
5
(2
８
３
９
７
、
〒
７
１

９
│
１
１
９
２
　
中
央
一
丁
目
１
番

１
号
）

日
時

６
月
１２
日
c
、
１４
日
e
、

１９
日
c
、
２１
日
e
。
い
ず
れ
も
午

前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

働
く
婦
人
の
家

対
象

市
内
に
在
住
、
在
勤
の

人
で
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

内
容

疾し
っ

病ぺ
い
の
予
防
、
高
齢
者

の
自
立
を
め
ざ
し
た
家
庭
で
で
き

る
介
護
の
方
法
の
習
得

定
員

２０
人

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
教

科
書
代
１
０
０
０
円
が
必
要

申
込
開
始
日

６
月
１
日
f
、

午
前
９
時
か
ら
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

そ
の
他

検
定
合
格
者
に
は
、

家
庭
看
護
法
介
助
員
認
定
書
が
交

付
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

働
く
婦
人
の
家

（
1
(3
１
１
８
０
）

業
務
内
容

市
が
設
置
し
て
い

る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
、
２
か
月
ご

と
（
偶
数
月
）
の
指
定
日
に
ハ
ン
デ

ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
器
で
検
針

勤
務
場
所

市
内
の
指
定
区
域

応
募
資
格

市
内
在
住
で
、
６３

歳
未
満（
平
成
１９
年
６
月
１
日
現
在
）

の
人採

用
予
定
人
数

若
干
名
（
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
名
簿
に
登
載

し
、
順
次
採
用
し
ま
す
。）

申
込
方
法

履
歴
書
（
カ
ラ
ー

写
真
添
付
）
と
身
分
証
明
書
を
持

参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
間

６
月
１３
日
d
か
ら

２７
日
d
ま
で
（
必
着
）

試
験
方
法

７
月
３
日
c
、
午

前
９
時
３０
分
か
ら
、
西
庁
舎
３
０

１
会
議
室
で
面
接
を
行
い
ま
す

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

上
水

道
課
業
務
係
（
1
(2
８
３
２
６
、

〒
７
１
９
│
１
１
９
２
　
中
央
一
丁

目
１
番
１
号
）

要
介
護
認
定
の
も
と
と
な
る
訪

問
調
査
を
行
う
介
護
認
定
調
査
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
人

勤
務
場
所

介
護
保
険
課

受
験
資
格

次
の
条
件
を
す
べ

て
み
た
す
人

①
６０
歳
未
満
（
昭
和
２３
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

②
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、

看
護
師
（
准
看
護
師
を
含
む
）、

介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、

社
会
福
祉
主
事
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
し
て
い
る
人

③
調
査
に
使
用
で
き
る
普
通
自
動

車
か
軽
四
輪
自
動
車
を
所
有
し
、

そ
の
免
許
を
持
っ
て
い
て
通
勤

可
能
な
人

試
験
方
法

７
月
１３
日
f
、
午

後
１
時
３０
分
か
ら
、
面
接
と
作
文

の
試
験
を
行
い
ま
す

申
込
方
法

指
定
の
申
込
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
む

募
集
期
間

６
月
１
日
f
か
ら

２２
日
f
ま
で

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

介
護

保
険
課
介
護
保
険
係
（
1
(2
８
３

６
９
）
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募
　
集

伝
言
板

催
し
物

募
　
集

相
　
談

く
ら
し

リフレッシュ講座の一覧
●座禅と法話～心の対話～
６月８日F、10:00～12:00 宝福寺
講師：宝福寺住職　小鍜冶元慎　
お抹茶代３００円が必要
●備前焼作り～私も一日陶芸家～
６月15日F、13:30～15:30 勤労青少年ホーム
講師：勤労青少年ホーム講師　風早 源
材料代５００円必要。仕上げ日は６月29日F

子育て講演会の一覧
●子どもの健やかな成長と

自立の実現を目指して
６月26日C、9:45～11:15
親業訓練協会認定インストラクター　江崎英子
●子どもが危ない！

～メディア漬けが子どもを蝕む～
７月９日B、9:45～11:15、
ＮＰＯ法人子ども達の環境を考える「ひこうせん」

わが家の耐震診断を補助

アスベストの含有調査・除去費を助成

安全
安心申込先・問い合わせ　都市計画課建築指導係（1(2８２８９）

安全性が危惧
ぐ
される古い基準で建てられた木造住宅の

耐震診断を受ける人に、その費用の一部を補助します。

対象建物 市内の民間住宅で昭和５６年５月３１日以前

に着工された一戸建ての住宅（半分以上が住宅用）で、木

造２階建以下の在来軸組工法のもの

補助金額 １棟あたり２万８０００円まで（耐震診断料

は通常４万２０００円）

募集件数 ５棟（先着順）

申込期間 １１月３０日fまで

申込方法 申請書を提出

その他 耐震診断とは、地震に対する建築物の安全性を評価することをいいます。

岡山県木造住宅耐震診断員（建築士）が一般診断を行います

アスベストを使用している民間建築物で、アスベストの含有調査や除去などに必要

な費用の一部を補助します。

対象建築物 多数の人が共同で利用する部屋や場所で、吹き付けられたアスベスト

などが露出している建築物

補助金額 ［含有調査の場合］対象建築物のアスベストなどの含有の有無の調査に

必要な費用の３分の２以内の額。ただし、８万円が上限　［除去する場合］対象建築

物からアスベストの除去などに必要な費用の３分の２以内の額。ただし、４００万円

が上限

募集件数 アスベストの含有調査、アスベストを除去する場合ともに各１件。いず

れも先着順

申込期間　１１月３０日fまで

申込方法 申請書を提出

昨年の子育て講演会




